
J R 3 L O O    J A 3 A E R    J H 3 A E F     J A 3 P Y C    J A 3 A O P    J A 3 U S A    J O 3 B A V    J A 3 V W T     J R 3 I X B
J R 3 M V F         J A 3 A A          J K 3 I Y B          J O 3 L Z G         J E 3 B E Q          J A 3 T X Z

写真提供　　J O 3 L Z G    

大阪・ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ姉妹都市５０
周年記念局のQ S L カードが
J E 3 B E Q のﾃﾞｻﾞｲﾝによってで
き上がりました。
8 N 3 O S A   1 1 4 7 Q S O
8 J 3 S F        4 8 1 6 Q S O
合計5 9 6 3 Q S O のカード発行が
Q S L マネージャー J A 3 P Y C に
よって行われます。



J A 3 A E R  荒川泰蔵

 今年も沢山届いた年賀状の中に七福神を描いたものが少なからず入っていました。私も
昨年海外へ送ったクリスマスカード兼年賀状にも七福神のイラストを使わせて頂きまし
た。お正月には七福神めぐりとして七福神が祭られているお寺や神社への参拝が行われ
ていますが、昨年タイのランパンで開かれたS E A N E T コンベンション2 0 0 7 （詳細は2 0 0 7 年
1 月号及び 2 0 0 8 年 2 月号に掲載）で、チェンマイ空港への出迎えや、観光の案内をしてく
れた地元の大学（R a j a m a n g a l a  U n i v e r s i t y  o f  T e c h n o l o g y  L a n n a  L m p a n g ）の女学生達の
ジャンバーの背中には、写真でご覧のように七福神が描かれていました。D e p a r t m e n t  o f  
T o u r i s m の意味はその大学の観光学科なのか、ランパンの観光協会か分かりませんが、
日本で馴染みの深い七福神にこんなところで出会うとは思ってもいませんでした。いずれ
にしてもS E A N E T ランパン2 0 0 7 には福の神がついていてくれたのです。
ひょっとしてタイが七福神の発祥地かな、それとも日本からタイに伝わったものなのかなと
考えながら帰ってきましが、帰国して友人に尋ねたりウェブサイトで調べてみたりします
と、どうやら日本で室町時代の末期頃から、福の神として民間で信仰されてきたようです。
一般には恵比須、大黒、毘沙門天、弁財天、布袋、寿老人、福禄寿の七人の福の神様
で、宝船に乗ってやってくると信じられているようです。しかし、日本発祥の神様は恵比須
だけで、大黒、毘沙門天、弁財天はインド発祥の神様、布袋、寿老人、福禄寿は中国発
祥の神様だそうで国際的です。
さて、この七福神に関係するアワードがありますがご存知でしょうか。その一つは東京の
墨田ウエーブ無線クラブが発行する「隅田川七福神アワード」、もう一つは関西の淡路島
七福神アマチュア無線クラブが発行する「淡路島七福神アワード」です。まだ他にもある
かも知れませんが、来年は初詣のあと、これらのアワードに挑戦してみられてはいかがで
しょうか。



1 6 0 m 帯スローパーアンテナのマッチング b y  J A 3 A O P / 杉山
1 6 0 m 用のスローパーの調整について報告します。アンテナの概要をF i g . 1 に示
します。アンテナアナライザーでS W R を調べるとS W R の最少点はありますが十
分低くはなりません。B l a n からのアンテナ線の先端部の長さを変えるとS W R 最
低点の周波数は調整できます。
どのようにすれば希望周波数でS W R を1 に近づけることが出来るのでしょうか？
　M M A N A でシミュレーションをしてみました。
タワーやマストの上のアンテナや地形は簡略化してタワーは直径４０ｃｍのパイ
プで表し、S t e p p I R アンテナはエレメントを格納してブームパイプのみで表しまし
た。地面も平面としました。
先ずはじめにスロープエレメントをタワーの中心から１０ｍ離れた地点で高さ3 m
に引きおろしたケースがF i g . 2 です。
スロープエレメントは傾斜部が1 9 . 7 m ,  水平部が1 0 . 4 m  で、合計 3 0 . 1 m で1 . 8 2 5 M
H z に共振しますが給電点インピーダンスは1 0 3 ΩでS W R は2 となります。このま
までは使いにくいのでインピーダンスを5 0 Ωに近づけるための試行錯誤をM M A
N A ( J E 3 H H T 森氏作）で行いました。
その結果、傾斜エレメントを引き下ろす地点をタワーに近づけてくると共振時の
給電点インピーダンスが下がってきます。
F i g . 3 はインピーダンスが5 0 Ωになる事例です。
この結果に基づいて実物のアンテナもタワーから２．５ｍで高さ３ｍの地点にス
ロープを引き下ろしてS W R ＝１．４となりました。

F i g . 2  同調時のインピーダンス1 0 3 オームとなる

水平部3 m H 引き下ろし地点
タワーから１０ｍ
引き下ろし地点
タワーから１０ｍ

F i g . 3  同調時のインピーダンス5 2 Ωのスローパー

水平部3 m H
引き下ろし点
タワーから２ｍ
引き下ろし点
タワーから２ｍ

大阪国際交流センター・ラジオクラブ（e - m a i l  :  j i 3 z a g @ j i 3 z a g . n e t  )   
会員募集中　H A M を通じての国際交流！



この実験に先立って、 J H 3 A E F /東條さんからヒントを頂い
ていました。タワーに逆 V アンテナを上げその一方のエレ
メントをタワーの近くにひき下ろし、タワーとの間隔を調
整してマッチングを行うというものです。シミュレーショ
ンをしてみました。

とりあえず、逆 V アンテナの片方のエレメントを地上 3 m タワー
から1 5 m の地点に引き下ろし、他のエレメントをタワーとの間隔
1 m でまっすぐ引き下ろし、地上3 m で水平に張りました。( F i g . 4 )
同調時のインピーダンスは1 3 3 Ωとなりました。

アンテナとタワーの間隔を変えてインピーダンスを 5 0 Ωに
する試行錯誤を行いました。間隔を2 m にすると5 0 Ωに近づ
きました。( F i g . 5 )
アンテナ線の展張を容易にするため給電部とタワーの間隔
は 0 . 5 m として垂直引き下ろし地点を調節してインピーダン
スを 5 0 Ωにすると F i g . 6  の結果となりました。この逆 V 方式
はアンテナ線は 2 倍必要ですが、タワーの上方に滑車をつ
け、ロープを通しておけばワイヤーアンテナを簡単に上げ
下ろしできるのでメンテナンスの度にタワーに上らなくて
済みます。また若干ですが傾斜エレメントを下ろした方向

に指向利得が得られます。私はすでにタワーに給電部を固
定しているのでそのまま使いますが、修理の必要な機会に
逆 V 方式に変えたいと思っています。 2 0 m 程度の高さのタ
ワーに上げた逆 V アンテナは打ち上げ角は垂直で地下に出
来るイメージアンテナと打ち消しあってプアーな輻射特性
ですが、このようにタワーに結合させ垂直偏波のアンテナ
として働かせれば低い打ち上げ角でしかも5 0 Ωにも上手く
インピーダンスを整合させることも出来ます。狭い敷地で
の1 6 0 m 帯の 貴重なアンテナと言えます。

F i g . 4 　逆V ドライブタワーアンテナ

F i g .  5 　逆V ドライブタワーアンテナ　5 0 Ω

F i g .  6 　逆V ドライブタワーアンテナ完成型


